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 7/15（金）に対日理解促進交流プログラム（米国）・KAKEHASHI Projectによる相互交流を本校で実施しま

した。この交流は 7 月にアメリカ・イリノイ州のアムンセン高校の生徒・教職員が布施高校を訪問し、11 月に

は逆に本校からアムンセン高校へ生徒・教職員を派遣するという制度になります。 

 アムンセン高校生が本校に到着したのは午前 11時を回るころでした。軽く授業見学を済ませた後、週末 16（土）

17（日）にホストファミリーになってくれる生徒の皆さんと一緒に食堂でカラアゲ弁当を味わいました。午後は

歓迎式、授業体験（世界史、古典、英語、化学）、自治会生徒による歓迎式そしてクラブ活動体験を楽しんでも

らいました。当初、学校に到着した頃は緊張した面持ちだったアムンセンの生徒たちも、午後のクラブ活動体験

を終える頃には本校生徒とすっかり打ち解けていました。そして夕方頃に各ホストファミリーがお迎えに来られ、

各々の生徒が日本の家庭へと帰ってきました。 

その週末の 17（日）には、アムンセン高校と布施高校のホストファミリーとで歓送会を開催しました。アム

ンセン高校の生徒が「さくら」を歌ってくれました。また布施高校の生徒も日本の歌を紹介しました。 

布施高校やその家族と共に過ごした日々はたった３日ほどでしたが、帰る頃には皆、涙のお別れでした。本校

の生徒だけでなく、ホストファミリーになって下さった保護者の皆様も一緒に泣いて下さいました。今度は 11

月に本校生徒 23名がアムンセン高校を訪問します。その時まで See you then! 

 

 


